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宇 尾 野 久 君 を 憶

高 村 象 平

宇尾野久尉が急逝したと聞i 、たとき，驚かない人は一人だっr いなかったに相違ない。畲学先め' 

ミュ'ノヘンで，こまかなしかし霜:要な研究課題を前にして，ああでもない，こうでもないと苦9) し 

ていることとばかり思っでいたからである。

熟内のいろいろな邡合もあ？て，久封の留学はやや年齢をとりすぎている感なしとしなかった。

しかし当人の意気大いにあがっているのに冷水をかけることもないし，わが国内研究市情だけでな
s

く，かの地の现状にも親しく触れてくるならば，莉想なりその発表形式には多かれすくながれ変化 

が屯ずるに相違ない。その奥現を，実のところ，私たちは久君の留学の成果として期待していたの 

であった。 ’

いま私の手許には昨年5 月 9 日附の久君の手紙がある。一年間の滞在許可を得た報告であるが， 

それに続いて「ここ（ミュンヘン）では経済史研究所に一部屋.を与えられて， リュトゲ教授は旅行に 

出られましだので，ツォルン教授の演習やボスル教授のドクトル試験受験渚の討論には，紹介なし 

で出かけで出席許可を得てきました。いまは図書館でモヌメンタ• ボイ力その他の資料を読んだり， 

外人のためのドイツ語学校に通って授業をうけていますが，何かまた学坐に戾ったような感じがし 

ます。演習や討論で，教授が学生をこなごなにどなりつけているような感じで何一つ容赦’，しない厳 

しさにはI®然としています。（下略)」 ,

久君はかなり前からフリートリヒ• リュトゲ教授と文通していた。ときには難問題の解答を^^め 

ることもあったようである。 「どうもはっきりした返斯をしてくれない」と， 研究室でつぶやいて 

レ、るのを耳にしたこともある。これには久莉の質問要旨がリ立トゲ教授に納得できないこともあっ 

たらしいが，それには一向気がつかないのが久君らしいところであった。とにかぐリノトゲ教授に 

は傾倒していて，一時は教授をわが国に招こうと企てたことすらあった。それも個人でやるという 

のであって，それを聞いた先輩0 —人 に 「君はそんなに経済的に余裕があるのかj と‘ひやかされた 

と，内々私にもらしたことを憶い出す。この企てはリュトゲ教授自身の都合もあってお流れになっ 

たが，久斜には思いつめると矢も循もたまらなくなる気質があるようであった。ある心现学渚が宇 

尾野君の生れた新潟県人の性格として述べているとこちに，弱気であるか勝気であるとし,また网 

蛾人の特性に，規則正しさ，淡白，消極的，親切，誠突, ねばり強さ，とっつきにくい, 堅実，陰
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気を列举しているが，この大部分がある点までは久箝の言動にあてはまるように思われるのであるc 

県人の共通性格をとりあげて，.故人の姿をあれこれとあげつらうのは礼を失する所業ともいえよ 

う。ことに身近かの方々にとってば決して快よいもめではない。ただここに私がそれを敢えて企て 

るのは，故人がこのいわゆる県民性の皮い而を平常の行動を通じて私たちに示していたことを，永 

く記憶にとどめたいからであって，他意はない。

久君の性格は決して勝気ではなかった。. 私の眼からすれば，弱気の好人物であった。久游が学位 

請求論文を提出する前後の璩度は，いまから顧りみてもおのずと微笑をさそうものであった。当初 

ふの意図を察し得なかった私は，久君は一体この顷どうしたのかと，内心いぶかったものである。 

亡き呀村博士から「ま> まっているなら提出してごらん」といわれたようであるが，その直後，久 

君の晴々した表情をみて，人問はこうも変るものかと感じすこことであった。それだけ正直な人物だ 

ったのである。

久君め学位論文は既に上梓され書評もちることだから，ここにはとりあげない。ただ密密の銜に 

当って痛感したことは，久君の文体が心の内而そのままの表現であって，いわゆる余所行でないと 

いうことであった。この点まことに好ましい。しかし他方において，意表外の行文にぶつかって’ . 

これをどのようにうけとめるべきかと戸惑うことがすくなくなかった。物事に頓着しない久君の他 

格の現われである。が，それは表面のことであって，内面は極めて敏感な人であった。それを内奥に 

秘めて，研究課題に向ってねばり強く堅実に進む研究生活を，久君は尚身の平常心としたのであった。

2 0缶も前のことである。 戦後 4, 5 年経ったとき， 私たち経済学部の若手連中は関東近似-下に資 

料探訪のため何冏か出張した。終日あちこちと不案内の場所を歩きまわり，初対而の旧家所蔵の一み 

文書を借; nする許可を得るまでには随分緊張もし选労もしたが，その際の一夜のことでちる。夕食 

後雑談にふけっていた私たちは，久君の姿が一座の間から消えて相当時問がたっていることに気付 

い/こ。 「もう部屋に炭って寝ているのではないか」， 「そとへ散步にでも出かけたのではないか」な . 

どと話したあと，では入浴して寝ようかということになって，風g 場に行ってみて驚いた。浴室の 

流し場に腰かけたままぐっすり寝こんでいるではないか。 「おい宇捲好君， どうした」と声をかけ 

ても返琪もない。よほど昼間の仕事がこたえたのか，汁を流したあと快よいままに寝入づてしまっ 

たと，ヶロリとして話したと.，あとで間いたことであるが，いまでも私たちの.間では，久君の湯殿 

の居眠りという現実ばなれの行動を口にしてニ ャニ' ャする。久尉のお通夜の席上でも故人の逸M と

してこれが詁題になった。

このようなュ一モアを身をもって示す人物，中'丨丨!••初期ヨー13ツパの與擧な研究者は， くュ.ンへ.ン 

の宿舎で誰にも蒞とられることもなく逝った。気の海とも何ともいうべき言葉を知らない》だが久 

沼.の温かみのある性格は，天上の世界でも好感をもって迎えられているに相違ないと，私たちは佶 

じているのである。 '
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植 民 地 ニ ュ 一 ，イ ン グ ラ ン ド の 一 タ ウ ン に づ い て

—— サフィニルド （マサチューセッツ） の場合—  ,

中 村 勝 己

アメリカ植民地時代の土地制度は次の3 つの類型に分ける班が出来る。即ち不自由（白人•黑奴） 

労磡に依苻ずるス テ 一 プルstap le生産体制としてのプ今ンテ 一 、ンヨン，.ぺ .ンシ/レヴヱイニアの私領 

主制や ニ ュ ー • ヨ ー ク の 「パトル 一 ン patroon制j • 「マ ナ 一 m anor制」，そして独立自営農民を屮 

心とするニ ュ ー . イングラ.ンドの r タ'ウン• シ ス テ ム town-system」がそれで あ る。まず，南部で 

はプランテ一、ンョンを造出する為に必要な大最の土地は人頭権制headright sy s te m と売判制を通 

じて獲得され，不自由労働力はイギリスから供与された信用によって購入された。独立後棉作に移

行したブランテ一ション制下の南部においては，たとえ「資本主義」的企業らしいものが見られ，
, . .

その生産過程の一部に自人熟練工が雇用されていたと.しても，労働力の主瘐部分は奴隸およびブラ

ンテ一、ンヨン制の所産たる丨•貧困丨白人」であった。それ故に南部工業の機械設備や瘙営組織がどれ

ほど近代的に見えても，それらはプランテ一ション体制の拡延又は補完物にすぎず，その蕋礎にあ

る奴隸労働を自ら破棄する事は出来なかったと考えられる。中部は色々な意味で南部と北部の中冏

的形態と考えられる，。ォランダ西印度会社に111来するパトル一ン的地主制やイギリス時代の7 ナー

制の問題は興味深いが，これらのハドフ、ン河流域の半封迚的地生制は，西部農産物の競争と農民の

反地代闕争とによって解体して行った。北部は産業資本の揺籃の地であるが,産業資本形成の前提

としての独立自営農民層を汎に創出したのは，ほかならぬ「タウン . シス‘テム」だったのである。

このように「タ ウ ン . シ ス テ ム 」 こそ，ニ ュ ー • イングラ ン ドを特微づけ，ア メリ力資本主義の歴

史的起点をなしたものである。 パ

「タウン• シ ス テ ム 」 については， 1 9 丨丨丨:紀末葉以来今迄かの地においていくつかの研吮成果の 
( 1 ) (2 >

発表を見ているし，各タウンの地方史的研究や関係史料が少なからず刊行されている。殊にマサチ

ュ一セッッはコネテイ力ットと並んで，タウン史研究の巾心を形成している。わが国においても戦

前には市村与市氏の先駆的研究「ピューリタン植尻史の研究」にはじまり，藤原守胤「アメリカ迚 ’
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